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本年度努力

目標 

 １ 学習指導においては、基礎・基本の徹底をはかるとともに、大学入試に対応できる 

応用力を育成する。また、生徒が主体的に授業に取り組む環境づくりに努める。 

 ２ 進路指導においては、一人ひとりの進路に応じた適切な指導と、自己理解に向け 

 た支援を行い、進路実現に努める。 

 ３  生徒指導においては、基本的生活習慣の確立に努めるとともに、自他を尊重する 

 寛容と協力の精神の育成に努める。 
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1 
 
 
 

 
○同じコース内における生徒の
学力差が大きく、中には基礎学
力が不足している生徒もみられ
る。そういった学力差をどのよ
うに埋めていくかが大きな課題
である。 
 

 
       
       

学習指導 
 
 
 

 
○指導法の工夫・研究を重ね
る。 
○課題や小テストを実施し、
授業の定着を図る。 
○放課後セミナー等を通じて 
正課の授業で補えない苦手科
目の克服を図る。 

 
○私語・居眠りが減り、生
徒の主体的に授業に取り組
む姿勢がうかがえるか。 
○課題や小テストにより、
授業の復習の機会を活用で
きたか。 
 

 
私語・居眠りは以前に比べて
明らかの改善している。授業
に積極的に取り組む生徒が
増えているが、一部主体性に
欠ける生徒も見受けられる。 

 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 

 
私語・居眠りについては、今後も継続して根気よ
く指導をしなければならない。積極的に授業に取
り組む生徒が増えているが、今後はグループワー
クやアクティブラーニングを積極的に取り入れ、
生徒が主体的に授業に参加できる授業づくりに取
り組んでいく。 

 
授業見学の際、生徒は皆真面目に授業を受け
ていた。授業中の居眠りについては、まず授
業担当が眠くならないような授業の工夫・改
善をおこなうべきである。 

 
 
 
Ｂ 
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○教室環境を整え、協同してク
ラス作りに参加しようとする生
徒が増えている。一方、精神面
で不安を抱える生徒が一部に見
られる。 
 

 
       
       

学級経営 
 
 
 
 

 
○一人ひとりの役割とその責
任を意識づける。 
○他者を常に自己の指標とす
る協同性を身に付けさせる。 
 
 
 

 
○教室内は常に整理整頓さ
れているか。 
○クラスの友人関係は良好
か。 
○自己の役割は責任をもっ
て果たせたか。 
 

 
環境美化を意識するととも
に、クラス・学校行事におけ
る個々の役割も果たせてい
るようであり、友人関係も概
ね良好である。 

 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 

 
全体的には良い方向に向かってはいるが、少数で
はあるが、クラス内での役割を果たせず、友人関
係も良好ではない生徒もいるので、注意深く見守
り、指導していく必要がある。 
 

 
校内、よく清掃がなされている。今後、教育
活動を含め、あらゆる場面で生徒の声をもっ
と生かしていくことも必要ではないか。 
 
 
 

 
 
 
Ａ 
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○現状、ほとんどの生徒はよく
校則を守り学校生活を送ってい
るが、一部の生徒に遅刻や服装
の乱れなどが見られる。 
 

 
       
       

生徒指導 
 
 
 
 

 
○5分前行動など、時間を守る
ことを意識させると共に、自
己管理ができるように指導す
る。 
○保護者との連携を密にし、
協力体制を整える。 
 

 
○５分前行動は徹底できた
か。 
○基本的生活習慣は身につ
いたか。 
○保護者の理解を得た指導
がおこなわれたか。 
 

 
概ね時間を守ることを意識
し行動できている。また、保
護者・生徒共に信頼関係の下
に指導ができているようで
ある。 
 

 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

 
生徒指導は保護者・生徒からも概ね理解されてい
るようである。しかしながら、社会の環境の変化
もあり、それに合わせた様々な校則等の見直しも
今後の課題と考える。 

 
生徒・保護者より校則に対する意見が多く見
受けられるが、私立高校として校則が厳しい
のは当然である。ただし、生徒に対してなぜ
その校則があるのか、その理由を説明しなけ
ればならない。 

 
 
 
Ａ 
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○進路指導部の指導の下、自己
の進路希望に向けて早期より努
力する生徒が増えている。 
○自己の現状を知り、一つ上の
目標を立てさせる。 
 
 

 
       
       

進路指導 
 
 
 
 

 
○進路選択をおこなう上で、
一人ひとりの適性を見極めて
指導する。 
○各自で数値目標を設定させ
る。 
 

 
○生徒一人ひとりが自己の
進路についてしっかり考え
ることができたか。 
○検定取得や掲げた数値目
標等は達成できたか。 
 

 
早期より生徒の進路意識は
高まっている。また、検定取
得者も増加傾向にある。結果
として大学への進路状況は
上昇している。 

 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

 
自己の進路実現に向けてよく努力し、志望した進
路目標を達成できた生徒が増加している。一方で
大学等へ入学後のミスマッチによる中退者が一部
見られるため、より正確な進路情報などの収集に
努めていかなければならない。 

 
将来の進路を見据えた指導が十分に行われ
ているようであり、あとは生徒本人次第であ
る。ホームページなどを通して、保護者向け
に進路に関する情報をさらにわかりやすく
発信できるとよい。 

 
 
 
Ａ 
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○明るく挨拶ができる生徒が多
い。また、部活動や生徒会活動
、学校行事に積極的に参加し、
充実した学校生活を送っている
生徒が多い。 
 

 
       
       

学校生活 
 
 

 
○すべての生徒が協同して学
校行事に参加できるよう的確
な指導を行う。 
○部活動の活性化と充実した
成果をめざして指導する。 
 

 
○積極的に学校行事や部活
動に参加できたか。 
○部活動では各部が目標と
する充実した成果をあげる
ことができたか。 
 
 

 
制限が解かれた学校行事で
は、生徒の積極的に参加する
姿が見られた。部活動では全
国大会常連のダンス部に加
えて吹奏楽部、バトン部、生
物部も優秀な成績を収めた。 
 

 
 
 

Ａ 
 

 
 
 

 
新型コロナウイルスによる行動制限が解かれたこ
とで、体育祭や文化祭等の学校行事がほぼ従来の
形で行われたが、文化祭では一般公開を経験した
ことのない生徒も多かったため、来年度は早期よ
りより綿密な計画を立てる必要がある。 

 
アンケートの自由記述を見ると、生徒の主体
的で建設的な意見も見られるため、そのよう
な意見は反映できるとよい。ユニバーサルな
学校づくり（支援が必要な生徒は一定数いる
）はますます重要と考える。 
 
 

 
 
 
Ａ 
 

 
 

 

    第三者委員    ５ 名 

達
成
感 

 Ａ   ほぼ達成  （８割以上） 

 Ｂ   おおむね達成（６割以上） 

 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 


